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海 外 視 察し
た
。

　

こ
こ
は
、
プ
ラ
ハ
か
ら
ド
イ
ツ
国
境
へ
向
か
う
途

中
に
位
置
し
、
人
口
17
万
人
で
チ
ェ
コ
第
４
の
都
市

で
日
系
企
業
を
は
じ
め
、
数
多
く
企
業
が
進
出
し
て

い
る
。

　

パ
ベ
ル
・
レ
ド
ル
市
長
と
表
敬
の
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
た
後
、
中
世
の
歴
史
を
残
し
な
が
ら
、
新
し
い

街
づ
く
り
を
し
て
い
く
工
夫
と
苦
労
に
つ
い
て
話
を

聞
い
た
。

　

文
化
財
局
が
砦
と
な
っ
て
相
当
厳
し
い
姿
勢
で
街
の

歴
史
を
資
産
と
し
て
守
っ
て
い
る
一
方
で
、
市
勢
の
発

展
の
た
め
外
国
企
業
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
施
策
の
調
和
に
よ
り
、
比
較
的
恵
ま

れ
た
財
政
状
況
を
整
え
る
こ
と
も
景
観
行
政
を
進
め

て
い
く
上
で
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
日
本
か
ら
の
客
人
と
し
て
、
私
た
ち
の
た

め
に
副
市
長
主
催
の
昼
食
会
も
開
い
て
く
れ
た
。

　

会
場
を
案
内
し
て
く
れ
た
若
い
女
性
職
員
が
こ
っ

そ
り
「
嫌
い
な
国
は
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
大
国

で
、
好
き
な
の
は
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
小
さ

な
国
」
と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
列

強
に
挟
ま
れ
、
近
世
に
お
い
て
大
国
に
踏
み
に
じ
ら

れ
た
歴
史
を
持
つ
こ
の
国
ゆ
え
と
感
じ
る
と
と
も

に
、
島
国
で
育
っ
た
日
本
人
と
は
、
諸
外
国
に
対
す

る
感
情
や
文
化
に
対
す
る
考
え
方
が
全
く
違
っ
て
い

る
こ
と
も
納
得
し
た
。

　
レ
リ
ー
ス
タ
ッ
ト
市
の 

　
有
機
農
業
に
つ
い
て

　

次
の
訪
問
国
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
農
業
と
環

境
問
題
に
つ
い
て
の
調
査
を
行
っ
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
に
移
っ
て
の
初
日
は
、
有
機
農
業
セ
ン

タ
ー
と
ア
メ
ル
ス
フ
ォ
ー
ト
・
ソ
ー
ラ
ー
タ
ウ
ン
を

訪
問
し
た
。

　

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
北
東
一
時
間
の
レ
リ
ー
ス

タ
ッ
ト
市
に
あ
る
有
機
農
業
セ
ン
タ
ー
は
、
市
が
指

定
し
た
３
０
０
ha
の
有
機
農
園
専
用
地
に
あ
り
、
少

人
数
の
N
P
O
法
人
が
運
営
し
て
い
る
。

　

最
近
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品
に
対

す
る
市
場
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
小
売
業
者
か

ら
の
注
文
を
は
じ
め
、
国
内
最
大
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン
の「
ア
ル
バ
ー
ト
ハ
イ
ン
」か
ら
の

受
注
が
あ
る
と
聞
い
た
。

　

有
機
栽
培
の
悩
み
は
、
機
械
化
に
馴
染
み
に
く
い

の
で
、
価
格
が
高
く
な
り
が
ち
な
こ
と
。

　

さ
ら
に
、
一
般
農
家
と
隣
接
す
る
と
肥
料
や
農
薬

の
散
布
な
ど
異
な
る
部
分
が
多
い
の
で
互
い
に
影
響

を
受
け
な
い
方
法
を
選
ぶ
の
が
難
し
い
こ
と
な
ど
、

耕
作
地
の
狭
い
日
本
で
生
じ
て
い
る
問
題
と
同
じ
で

あ
っ
た
。

　
ア
メ
ル
ス
フ
ォ
ー
ト
市
の 

　
ソ
ー
ラ
ー
タ
ウ
ン
に
つ
い
て

　

午
後
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
南
東
へ
一
時
間
の

ア
メ
ル
ス
フ
ォ
ー
ト
市
で
ソ
ー
ラ
ー
タ
ウ
ン
の
視
察

を
し
た
。

　

市
の
新
し
い
開
発
地
区
の
す
べ
て
の
住
宅
、
学

校
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を

取
り
入
れ
て
い
る
。

　

20
年
前
に
国
の
モ
デ
ル
地
区
助
成
制
度
に
選
ば
れ

て
、
地
域
を
４
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
立
ち
上
げ
て
、
地
区
ご
と
に
特
性
を
持

た
せ
た
上
で
、
専
門
家
の
大
学
教
授
が
全
体
を
調
整

し
て
一
つ
の
街
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。

　

は
じ
め
の
こ
ろ
は
、
屋
根
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

載
せ
る
こ
と
で
雨
漏
り
な
ど
の
不
都
合
も
あ
っ
た

が
、
今
で
は
、
国
の
補
助
に
加
え
、
電
力
会
社
が
余

剰
電
力
を
高
価
格
で
買
い
上
げ
る
の
で
、
住
民
は
満

　
は
じ
め
に

　

７
月
18
日
の
昼
、
成
田
空
港
に
集
ま
っ
た
欧
州
・

東
欧
都
市
行
政
調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
10
名
は
空
港
待

合
室
で
簡
単
な
団
結
式
を
行
い
、
梅
雨
が
明
け
て
強

い
日
差
し
が
は
じ
ま
っ
た
日
本
を
後
に
、
Ｋ
Ｌ
Ｍ
オ

ラ
ン
ダ
航
空
で
チ
ェ
コ
共
和
国
の
首
都
プ
ラ
ハ
へ
向

か
っ
た
。

　

最
初
の
訪
問
国
チ
ェ
コ
は
、
約
20
年
前
に
社
会
主

義
か
ら
民
主
主
義
に
変
わ
り
、
２
０
０
４
年
に
は
Ｅ

Ｕ
加
盟
を
成
し
遂
げ
た
が
、
ユ
ー
ロ
へ
の
通
貨
移
行

は
し
て
お
ら
ず
、
消
費
税
は
食
品
や
薬
品
な
ど
が

10
％
、
そ
の
ほ
か
が
20
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
国
で
は
教
育
と
伝
統
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り（
景
観
行
政
）に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

　
プ
ラ
ハ
市
の
教
育
に
つ
い
て

　

プ
ラ
ハ
市
で
は
、
教
育
委
員
会
青
少
年
・
ス
ポ
ー

ツ
局
長
の
パ
ベ
ル
・
ド
ル
テ
ィ
ナ
氏
が
応
対
し
て
く

れ
た
。

　

　

チ
ェ
コ
の
教
育
制
度
は
３
段
階
で
、
初
等
・
中
等

教
育
は
６
歳
か
ら
９
年
間
の
義
務
教
育
と
な
っ
て
い

て
日
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
進
路
は
多
岐

で
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
（
普
通
科
高
校
）、
あ
る
い
は
技

術
や
商
業
な
ど
の
専
門
学
校
、
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

に
進
み
、
そ
の
上
に
大
学
が
置
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
で
は
中
高
一
貫
教
育
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

校
長
が
公
募
制
と
聞
い
て
驚
い
た
が
、
近
年
学
生

数
が
減
っ
て
、
専
門
学
校
や
大
学
に
入
り
や
す
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
と
同
じ
だ
。

　

教
育
の
理
念
が「
民
主
主
義
の
徹
底
」と
聞
き
、
戦

後
の
日
本
の
教
育
目
標
が「
平
和
」で
あ
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
た
。
体
制
や
制
度
が
変
わ
っ
て
も
国
民
の

価
値
観
が
変
わ
り
根
づ
く
ま
で
に
は
長
い
歳
月
を
必

要
と
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ピ
ル
ゼ
ン
市
の
景
観
行
政
に
つ
い
て

　

次
に
、
ビ
ー
ル
で
有
名
な
ピ
ル
ゼ
ン
市
を
訪
問

全
国
市
長
会
欧
州・東
欧
都
市

行
政
調
査
団
調
査
報
告

団長

袋
ふくろい

井市長

原
は ら だ

田英
ひで ゆ き

之

プラハ市教育委員会を訪問（左から4 人目が筆者）

ピルゼン市長表敬訪問の模様
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海 外 視 察

足
し
て
い
る
。

　

ど
の
家
も
南
側
の
窓
が
大
き
く
、
例
外
な
く
屋
根

に
同
じ
色
の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
載
っ
て
い
る
景
色

は
あ
ま
り
に
も
単
一
す
ぎ
て
、
自
分
が
こ
の
街
に
住

む
こ
と
を
連
想
す
る
と
相
当
な
我
慢
が
必
要
で
あ
る

と
思
っ
た
。

　
ハ
ウ
テ
ン
市
に
つ
い
て

　

最
後
の
訪
問
地
ハ
ウ
テ
ン
市
で
は
、
コ
ー
ル
・
ラ

マ
ー
ス
市
長
を
表
敬
訪
問
し
た
後
、
街
の
中
を
自
転

車
で
走
っ
た
。

　

自
転
車
王
国
オ
ラ
ン
ダ
は
、
国
民
１
人
当
た
り
の

自
転
車
保
有
率
は
日
本
の
約
２
倍
で
、
１
６
０
０
万

人
の
国
民
が
１
８
０
０
万
台
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の

中
で
も
こ
の
ハ
ウ
テ
ン
市
は
ク
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
市
と

並
ん
で
そ
の
先
頭
を
走
っ
て
い
る
。

　

近
く
で
見
て
い
た
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
に
「
ツ
ー
ル

ド
・
フ
ラ
ン
ス
だ
」
と
冷
や
か
さ
れ
な
が
ら
、
全
員

で
市
内
に
乗
り
出
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

私
の
足
の
長
さ
で
は
、
サ
ド
ル
が
高
す
ぎ
る
し
、

ブ
レ
ー
キ
も
手
で
な
く
、
ペ
ダ
ル
を
反
対
に
回
す
方

式
な
の
で
、
は
じ
め
は
い
さ
さ
か
不
安
定
で
あ
っ
た

が
、
後
半
は
慣
れ
て
快
適
で
あ
っ
た
。

　

風
が
強
く
、
冬
の
寒
い
こ
の
国
で
、
市
民
が
日
常

生
活
に
自
転
車
を
使
う
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
そ

れ
な
り
の
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
仕
組
み
は
、
街
の
設
計
に
あ
っ
た
。
こ
の
街

で
は
、
市
内
の
道
路
を
自
転
車
の
移
動
が
有
利
に
な

る
よ
う
に
つ
く
り
、
仮
に
自
動
車
を
使
用
す
る
際
に

は
目
的
地
ま
で
の
到
達
経
路
が
大
廻
り
と
な
る
な

ど
、
か
え
っ
て
時
間
が
か
か
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
保
護
施
策
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま

で
の
常
識
や
社
会
全
体
の
価
値
観
な
ど
を
変
化
さ

せ
、
新
た
な
価
値
基
準
に
人
々
を
導
く
た
め
に
は
、

自
然
に
誘
導
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
肝
要
で
あ

り
、
こ
こ
に
は
そ
れ
を
見
習
う
べ
き
本
質
が
あ
る
と

感
じ
た
。

　

昨
今
の
課
題
と
し
て
は
、
近
ご
ろ
若
者
が
バ
イ
ク

で
自
転
車
道
を
高
速
で
走
る
こ
と
だ
と
聞
い
た
。

　
お
わ
り
に

　

最
終
日
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
の
運
河
ク
ル
ー

ズ
船
に
乗
っ
て
オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史
を
水
辺
か
ら
眺
め

た
後
、
日
本
に
向
か
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
が
有
意
義
に
、
す
べ
て
順
調
に
で
き

た
の
は
全
国
市
長
会
事
務
局
の
方
々
が
的
確
な
訪
問

先
の
選
定
と
、
添
乗
員
の
川
尻
氏
の
驚
く
ほ
ど
の
博

学
と
心
配
り
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
う
。

　

両
者
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
成
果
を
市

政
に
活
用
す
る
こ
と
で
お
礼
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

自転車で住宅街を視察

ソーラータウンの様子




